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委員長 岡﨑ひろみ

１
９
７
８
年
１
月
、
東
京
都
調

布
市
で
生
ま
れ
る
。
中
学
校
卒
業

後
、
都
立
高
校
に
進
学
す
る
が
中

退
。
そ
の
後
、
家
業
の
左
官
業
を

手
伝
い
な
が
ら
大
型
運
転
免
許
を

取
得
し
、
24
歳
の
時
か
ら
東
京
都

府
中
市
に
あ
る
運
送
会
社
に
勤
務
。

２
０
１
８
年
か
ら
新
宿
西
口
で

定
期
的
に
平
和
と
市
民
自
治
を
求

め
る
街
頭
宣
伝
活
動
を
「
#
み
ち

ば
た
」
で
行
う
。

２
０
２
０
年
10
月
、
調
布
市
外
環

道
陥
没
事
故
で
国
土
交
通
省
、
東

京
都
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
、
中

日
本
に
対
し
「
外
環
道
工
事
の
中

止
、
住
民
へ
の
徹
底
し
た
補
償
・

大
深
度
法
の
廃
止
を
求
め
る
」
要

請
書
を
提
出
。

２
０
２
０
年
11
月
、
竹
中
平
蔵
氏

が
会
長
を
務
め
る
「
パ
ソ
ナ
」
前

で
竹
中
平
蔵
氏
へ
の
抗
議
街
宣
に

１
０
０
名
近
い
参
加
者
が
集
う
。

そ
の
後
、
定
期
的
に
竹
中
平
蔵
氏

の
新
自
由
主
義
批
判
の
街
宣
活
動

継
続
。
２
０
２
１
年
６
月

竹
中

平
蔵
氏
が
教
授
を
務
め
て
い
た
東

洋
大
学
で
も
抗
議
街
宣
。

２
０
２
４
年
、
米
軍
施
設
「
ニ
ュ
ー

山
王
米
軍
セ
ン
タ
ー
（
ニ
ュ
ー
山
王

ホ
テ
ル
）
」
前
で
「
日
米
合
同
委
員

会
の
廃
止
、
過
去
の
議
事
録
公
開
、

今
ま
で
の
密
約
の
公
開
と
白
紙
撤
回
」

を
求
め
る
要
求
書
を
米
軍
に
提
出
。

２
０
２
１
年
９
月
、
宮
城
県
の
水

道
民
営
化
に
反
対
し
、
東
京
で
水
道

民
営
化
反
対
運
動
を
主
宰
。
２
０
２

２
年
４
月

宮
城
県
水
道
民
営
化
施

行
に
反
対
し
「
全
国
11
カ
所
連
帯
宮

城
県
水
道
民
営
化
反
対
運
動
」
を
東

京
で
主
宰
。

２
０
２
３
年
、
「
物
流
業
界
２
０

２
４
年
問
題
」
に
つ
い
て
『
東
京
新

聞
』
、
『
週
刊
新
社
会
』
な
ど
に
投

稿
。
「
国
民
民
主
党
」
代
表
の
玉
木

雄
一
郎
氏
に
「
大
型
ト
ラ
ッ
ク
速
度

制
限
緩
和
発
言
に
対
す
る
反
論
文
」

を
提
出
。

現
在
、
党
市
民
運
動
委
員
長
・
参

議
院
対
策
委
員
長
。

新
社
会
党
は
４
月
の
第
30
回
定
期
全
国
大
会
で
、
党
東
京
都
本
部

の
甲
斐
正
康
さ
ん
を
、
２
０
２
５
年
６
月
の
参
議
院
選
挙
比

例
区
に
社
会
民
主
党
の
共
同
名
簿
で
新
社
会

党
候
補
者
と
し
て
闘
う
こ
と
を
決
定
し
ま

し
た
。
甲
斐
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
紹
介

し
ま
す
。

新社会党・2025年夏の参議院選挙

比例区に甲斐正康さんを予定候補に決定
か い まさやす

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
20
年

働
き
な
が
ら
政
治
活
動

新
宿
駅
か
ら
「
＃
み
ち
ば
た
」

立
ち
上
げ
政
治
を
告
発

外
環
道
・
道
路
陥
没
を
告
発

建
設
中
止
・
被
害
補
償
要
求

悪
法
の
労
働
者
派
遣
法
の

権
化
・
竹
中
平
蔵
に
抗
議

ご

ん

げ

米
国
言
い
な
り
・
密
室
協
議

日
米
合
同
委
員
会
に
抗
議

水
道
民
営
化
反
対
行
動

宮
城
・
東
京
で
開
催

物
流
業
界
２
０
２
４
年
問
題

申
し
入
れ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

市民運動委員長

・参議院政策委員長
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お問い合わせ先週刊新社会を

読みませんか

市
場
調
査
会
社
の

「
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン

ク
」
に
よ
る
と
、
５

月
の
食
品
値
上
げ
は
４
１
７
品
目
、
酒

類
・
飲
料
が

多
２
５
３
品
目
と
い
い

ま
す
。
今
後
１
年
間
で
７
千
品
目
を
突

破
す
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
食
品
や
酒

類
に
限
っ
た
も
の
で
あ
り
、
「
衣
・
住
」

や
公
共
料
金
な
ど
を
加
え
る
と
、
私
た

ち
の
想
像
以
上
の
物
価
高
と
言
え
ま
す
。

物
価
高
の
理
由
の
一
つ
に
「
円
安
」
に

よ
る
原
材
料
費
の
高
騰
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
を
上
回
る
賃
上
げ
が
あ

れ
ば
良
い
の
で
す
が
、
未
だ
実
質
賃
金

は
低
い
ま
ま
で
す
。
（
図
表
１
参
照
）
。

日
本
企
業
は
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
「
失

わ
れ
た
30
年
」
の
間
、
賃
金
を
抑
制
、
リ

ス
ト
ラ
・
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
な
ど
で
労
働

者
の
生
活
は
苦
労
を
強
い
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
今
で
も
非
正
規
や
不
安
定
雇
用

労
働
者
、
ま
た
零
細
企
業
で
は
賃
金
は

上
が
ら
ず
厳
し
い
暮
ら
し
が
続
き
ま
す
。

他
方
、
庶
民
の

生
活
苦
を
顧
み
ず
、

軍
事
費
（
防
衛
費
）

は
天
井
知
ら
ず
に
、
２
０
２
３
年
度
か

ら
の
５
年
間
の
防
衛
費
を
総
額
43
兆
円
と

す
る
計
画
で
す
。

防
衛
計
画
策
定
時
は
１
ド
ル＝

１
０

８
円
の
為
替
レ
ー
ト
で
換
算
し
ま
し
た

が
現
在
は
１
５
０
円
と
円
安
が
進
ん
で

い
ま
す
。
Ｆ
35
Ａ
ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
が
１

０
０
億
円
か
ら
１
３
４
億
円
、
新
型
護

衛
艦
は
６
６
６
億
円
か
ら
８
７
３
億
円

と
、
主
な
装
備
品
の
価
格
が
軒
並
み
上

昇
し
、
想
定
よ
り
高
い
値
段
で
の
購
入

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
防
衛
装
備
計
画
は
43
兆

円
で
収
ま
る
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。

岸

田

内

閣

は

「
台
湾
有
事
」
を

想
定
し
、
南
西
諸

島
の
軍
事
要
塞
化
、
「
敵
基
地
先
制
攻

撃
」
戦
略
で
隣
国
と
の
摩
擦
を
煽
っ
て

い
ま
す
。
戦
争
準
備
の
軍
事
費
肥
大

化
で
は
な
く
、
平
和
外
交
に
徹
し
、

軍
事
費
は
大
幅
削
減
す
る
べ
き
で
す
。

賃金上がらず､家計は火の車
国保・電気・郵便・また値上げラッシュ

電力会社
２４年６月

からの料金

２４年５月

までの料金

前月比

値上げ額

北海道電力 10,244円 9,841円 403円

東北電力 8,436円 8,036円 400円

東京電力 8,538円 8,138円 400円

中部電力 8,401円 8,019円 382円

北陸電力 8,258円 7,842円 416円

関西電力 7,137円 6,809円 328円

中国電力 8,062円 7,659円 403円

四国電力 8,190円 7,777円 413円

九州電力 7,431円 6,989円 442円

沖縄電力 9,048円 8,463円 585円

大
企
業
は
５
５
５
兆
円
溜
め
こ
む

軍
事
費
は
5
年
間
で
43
兆
円
超
の
大
盤
振
る
舞
い

ま
だ
ま
だ
続
く

物
価
高
騰

軍
事
兵
器
も

軒
並
み
値
上
げ

内
部
留
保
と
は
、
企
業
が

生
み
出
し
た
利
益
か
ら
税
金
や

株
主
配
当
、
役
員
報
酬
な
ど
の

社
外
流
出
分
を
差
し
引
い
た
お

金
で
、
社
内
に
蓄
積
さ
れ
た
も

の
を
指
し
ま
す
。

私
た
ち
は
、
内
部
留
保
の
一
部
を

賃
上
げ
の
た
め
に
回
せ
と
要
求

で
き
る
の
で
す
。

税
金
を
戦
争
準

備
に
使
う
な
！


